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自然界では多くの植物が栄養も与えないのに育っています。実はそれは微生物多

様性の賜物です。将来訪れるかもしれない食料問題に対して、従来の家庭菜園やベ

ランダ栽培とは異なる、人工土壌を使用する「壁からレタス、引き出しからバジル」

のような屋内家庭農場を考えました。 

人工土壌は、微生物多様性を保持するためにナノレベルで細孔径を制御した、無

機および有機のナノ－マクロ多孔体です。無機の人工土壌はシリカ系多孔体、有機

の人工土壌はウレタンポリマー多孔体です。栽培実験からは、これらの人工土壌で、

カイワレ大根、エンドウ、小松菜などの野菜が生育し、また微生物群集も維持され

ることがわかっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内家庭農園のイメージ 

 

 

シリカ多孔体の電子顕微鏡写真と 

カイワレ栽培実験の様子 

 

 

 

ウレタンポリマー多孔体の電子顕微鏡写真と 

エンドウ栽培実験の様子 
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